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ご存じですか「友愛訪問事業」

包括支援センターだより

と　　き　［村上］　11月19日㈬

　　　　　午後１時30分～３時30分

と こ ろ　村上市役所　相談室

対 象 者　市内在住の介護者

参 加 費　無料

申し込み　11月14日㈮までにご連絡ください。

介護者のつどい
　「友愛訪問事業」は、高齢者が安心して生活できるように

地域で支え合う事を目的として、市が村上地域老人クラブ

連合会に委託している事業です。

　各地区の老人クラブが見守り支え合いチームをつくり、

見守りや安否確認が必要と思われる単身高齢者、高齢者の

みの世帯、閉じこもりがちなお年寄りの人を積極的に訪

問・声かけなどの活動を行っています。特徴は、「お年寄り

によるお年寄りの見守り」です。高齢者も支えられるだけ

でなく、自らも支える側としての役割を担うことで、高齢

者自身の生きがいや、地域の絆づくりにもつながっていま

す。 自分は一人暮らしで、

訪問してくれるので

ありがたく、毎回楽

しみです。
訪問を大変喜

んでくれた。会

話も弾んだ。 女性・一人暮らし

老人クラブ会員
●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）
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わ
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節
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